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1 全般

1.1 安全上のご注意

振動監視システム Schaeffler SmartCheck は、公認の規格および指令（適合宣言書を参照）に準拠して製造されてお

り、安全に使用することができます。それでも、デバイスは、使用者および第三者、または物品に対する不可避の残存リスクと

なり得ます。そのため、本マニュアルにある安全上の注意事項すべてを必ず守ってください。さらに、一般に適用される安全規

則および事故防止規則に注意してください。注意を怠った場合、健康や生命の危険または物的損害に至りかねません。本

マニュアルの安全上の注意事項は、ドイツ連邦共和国内で当てはまります。他の国々では、関連する国内規則が当てはま

ります。

SmartCheck デバイスには、規定に従った使用においては機械指令 2006/42/EC が適用されませ

ん。

本マニュアルでは

· マニュアル全体にわたって当てはまり、本章に列挙されている全般的な安全上のご注意

と

· 各章の最初または個別のステップにおいてご覧いただける特別な安全上のご注意とに分かれています。

全般的な安全上のご注意

Schaeffler SmartCheck は、常時機械を監視するシステムとして設備に統合されます。設備への取り付け、設備のコンポー

ネントとの接続および設備内での運転に際しては必ず、本書に記載されている仕様（「技術データ」 を参照）を守ってくださ

い。設備の運転者は、設備全体における正しい設置と安全な運転に対して責任を負います。

測定値を記録するほか、SmartCheck の出力を介して特性値またはアラームを上位の制御システムに伝送することができま

す。その際、SmartCheck の仕様だけでなく、接続した設備のコンポーネントに適用される制限も考慮してください。設備の

運転者がこれに対して責任を負います。

Schaeffler SmartCheck デバイスを安全関連タスクや危険を伴う切替え操作に使用してはなりま

せん。このことは、特に、このタスクや切替え操作によって生命が左右される場合に当てはまります。

操作スタッフ

SmartCheck の設置、運転およびメンテナンス作業を行うことができるのは、適用される関連規則に準じた職業教育を受け

た電気技術者のみです。

1.2 ハザードシンボルおよびシグナルワード

使用されるハザードシンボル

安全上の注意事項と警戒事項は、規格化された特殊ハザードシンボルで表示されています。特殊シンボルが該当しない場

合は、全般的なハザードシンボルを使用します。

全般的なハザードシンボル

危険 ここでは危険の種類と出所を挙げます

ここでは危険の防止措置を説明します
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全般

特殊ハザードシンボル

危険 電流による危険！

このシンボルは、人的損害から死または物的損害に至りかねない感電による危険を示します。

使用されるシグナルワード

シグナルワードは、危険軽減措置に従わなかった場合に起こる危険の重度を示します。

· 注意：軽度の物的損害が生じる恐れがあります。

· 警告：軽度の人的損害または重度の物的損害が生じる恐れがあります。

· 危険：人的損害が生じる恐れがあります。特に重大なケースでは生命にとって危険です。

1.3 本マニュアルについて

本書には、Schaeffler SmartCheck デバイスの設置と使用に関する説明および正しく安全にご使用いただくための重要な

情報が記載されています。スタートアップに先立ち、本マニュアルを慎重に通読の上、本マニュアルを保管ください。

以下を確保してください。

· 本マニュアルが、すべてのユーザーに提供されていること。

· 製品を別のユーザーに引き渡す場合には、本マニュアルも同様に渡すこと。

· メーカーが提供する補足および変更を必ず添えてください。

その他の情報

振動監視システム Schaeffler SmartCheck には、ここに記載されているデバイスだけでなく、デバイスに統合されているソフト

ウェア Schaeffler SmartWeb も含まれます。ソフトウェアについては、専用のマニュアルで説明されています。

Schaeffler SmartCheck デバイスを使用するには、さらに同梱のソフトウェア Schaeffler SmartUtility Light が必要です。

これも同様に、専用のマニュアルで説明されています。その代わりに、オプションで機能範囲が拡張された Schaeffler

SmartUtility ソフトウェアも入手できます。

定義

· 製品：本マニュアルで説明される Schaeffler SmartCheck デバイス。

· ユーザー：本製品をスタートアップし使用する能力のある者または組織。

· 専門家：その関連専門教育および経験に基づき、リスクを認識すること、および製品の運転またはメンテナンスが引き起こ

すかもしれない危険を予防することができる者。

使用されるシンボル

このシンボルは、

· 役に立つ追加情報、ならびに

· デバイス設定、または作業を効率よく行うために役立つ使用上のヒントを表します。

ハイパーリンクシンボル ：このシンボルは、ハンドブック内のその他の情報があるページへの参照を指摘します。このマニュアル

を PDF 形式で画面に表示して読んでいる場合、相互参照記号の左隣の単語をクリックすると、対応する項に直接移動し

ます。
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2 製品説明

Schaeffler SmartCheck システムについて

Schaeffler SmartCheck は、持続的に周波数選択的な監視を行うための振動監視システムです。2 つの統合信号と最大

3 つの接続信号を使って、測定結果を収集、記録、分析できます。分析後、システムはユーザーが定義したアラーム限界に

従って出力を切り替え、LED でステータスを表示できます。

上位システムに統合するために入力を利用でき、それによって追加信号が記録されます。これらの信号を従属信号解析のコ

マンド変数として使用し、時間またはイベント制御の測定タスクを開始したりすることができます。

Schaeffler SmartCheck デバイスは、多数の適用範囲に対応しています。SmartCheck デバイスの該当するコンフィギュレ

ーションは、組み込まれたウェブアプリケーションおよび Schaeffler SmartWeb ソフトウェアで行います。ネットワーク内で複数

の SmartCheck デバイスを組み合わせることができます。その際、デバイス数に関係なく、Schaeffler SmartUtility Light ま

たはオプションで Schaeffler SmartUtility ソフトウェアを搭載する PC 上で中央管理を行います。

Schaeffler は、Schaeffler SmartCheck により、お客様の需要に対して最適化された状態モニタリングを提供します。

SmartCheck デバイスを電源に接続するとすぐに、デバイスは測定準備が完了した状態になりま

す。最初から最適な振動監視を保証するために、SmartCheck デバイスを起動する前に以下の条

件を整えることをお勧めします。

· すべての接続が正しく接続されている。

· モニタリング対象の機械が正常な運転状態にあること。

2.1 目的の用途

Schaeffler SmartCheck デバイスは以下の用途にのみ使用できます：

· 振動測定信号のキャプチャーおよび分析

· 温度信号のキャプチャー

· 入力に印加される信号の評価

Schaeffler SmartCheck デバイスは、技術データ に指定されている範囲内でのみ使用できます。

測定値分析と設定の変更は、同梱の Schaeffler SmartUtility Lightソフトウェア、オプションで購入可能な Schaeffler

SmartUtility ソフトウェア、統合された Schaeffler SmartWeb ソフトウェア、またはデバイス自体で行うことができます。

その他のあらゆる使用またはその範囲を超えた使用は、目的どおりでないと見なされ、その使用に関してはユーザーがリスクを

負います。ユーザーは、目的どおりに使用する責任を負います。本マニュアルの遵守もこれに該当します。

2.2 使用者による変更

使用者はデバイス Schaeffler SmartCheck での変更を行ってはなりません。許可されているのは、デバイスでの設定、また

は Schaeffler SmartWeb ソフトウェア、Schaeffler SmartUtility Light ソフトウェアあるいは Schaeffler SmartUtility ソフ

トウェアを介した設定のみです。
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製品説明

その範囲を超える変更については、使用者が責任を負います。お使いの Schaeffler SmartCheck デバイスに不具合が認

められる場合には、当社のサポートにお問い合わせください。

2.3 技術データ

· SmartCheck デバイスを測定カテゴリ II、III および IV で使用してはなりません。

· 使用しない M12 接続部はすべて、同梱の封止栓でカバーしてください。そうしないと保護構造が

保たれません。

内部センサ

振動 加速度センサ（ピエゾセンサ）

周波数範囲 0.8 Hz～10 kHz

測定範囲 ±50 g

温度 測定範囲 -20～+70 ℃

測定

測定機能 加速度

速度と変位

システム温度センサ

プロセスパラメーター（回転数、負荷、圧力など）

診断方法 時間信号、包絡線、スペクトルおよびトレンド分析、回転数および周波数の追跡

特性値（時間範囲および周波数範囲）

規定特性値 DIN/ISO 10816

計算特性値 RMS、周波数選択式 RMS、オフセット、ピーク、ピーク間値、波高因子、ヴェルハウゼンカウント、コンディションガー

ド

その他のユーザー定義の特性値も使用可能です。

信号処理

周波数分解能 1600、3200、6400 または 12800 ライン

最小線幅：50 Hz 時に 0.0039 Hz（ローパスに応じて）

測定分解能 24 ビット（A/D コンバータ）

周波数範囲 0.8 Hz～10 kHz

ローパス 50 Hz - 10 kHz（50 Hz、100 Hz、200 Hz、500 Hz、1 kHz、2 kHz、5 kHz、10 kHz）

ハイパス（包絡線のみ） 750 Hz、1 kHz、2 kHz（要求に応じて、その他のフィルタもご用意いたします）

メモリ

プログラムおよびデータ 64 MB RAM、128 MB Flash

入出力

入力 アナログ入力 x 2（0～10 V / 0～24 V / 0～20 mA / 4～20 mA）、周波数範囲 0～500 Hz、12 ビット

デジタル入力 x 1（0～30 V、0.1 Hz～1 kHz)

出力 アナログ出力 x 1（0～10 V / 0～20 mA / 4～20 mA）、12 ビット

切り替え出力 x 1（オープンコレクタ、最大 1 A、28 V）

オプションで入力と出力のガルバニック絶縁

インターフェース

操作部 容量性ボタン 2 個（学習モード、アラームリセット、再起動、工場出荷時の設定）

表示部 ステータスおよびアラーム表示用 LED 1 個

ボタン確認用 LED 1 個

通信表示用 LED 2 個

通信 100 Mbps イーサネット

RS485（現在はまだサポートされていません）

電気接続 逆極性保護 M12 プラグコネクター 3 個（電源、RS485、入出力、イーサネット用）

その他

筺体 ガラス繊維強化プラスチック

固定 六角穴付きねじ M6x45

機械の設置面： 25 mm
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消費電流 24 V で <200 mA

周辺温度 -20～+70 °C

内部動作温度 -20～+85 °C

電源 12～32 VDC または 

PoE（Power over Ethernet）、802.3af モード A 準拠

寸法 44 mm x 57 mm x 55 mm

重量 およそ 210 kg

保護等級 IP 67

オペレーティングシステム 組み込み Linux

ソフトウェア Schaeffler SmartWeb：

· デバイス固有のウェブインターフェース

· 推奨ブラウザ：Google Chrome

· デバイスの設定と測定タスク、最初のデータ分析

Schaeffler SmartUtility Light：

· デバイスの管理

Schaeffler SmartUtility（オプションおよび有料）：

· デバイスの管理

· 測定データの詳細分析

Schaeffler SmartVisual（オプションおよび有料）：

· システムのビジュアル表示

仕様は変更する場合があります。

2.4 供給範囲

供給範囲

· デバイス Schaeffler SmartCheck および統合ソフトウェア Schaeffler SmartWeb

· ユーザーマニュアル Schaeffler SmartCheck および Schaeffler SmartWeb（CD-ROM に収録）

· ソフトウェア Schaeffler SmartUtility Light およびユーザーマニュアル（CD-ROM に収録）

· 固定ねじ 1 本：六角穴付きねじ M6x45

· 固定用ボルトの紛失防止 O　リング　1　つ

· 取付け用開口部をカバーするためのロゴ入り栓　1 つ

· 使用しない M12 接続部をカバーするため封止栓 3 個

Schaeffler SmartCheck デバイスの標準同梱物には、デバイスを接続するためのケーブルは含まれ

ていません。

オプションアクセサリ

Schaeffler SmartCheck に関して、Schaeffler Monitoring Services GmbH では多彩なオプションのアクセサリを提供して

います：

· CD-ROM 上のユーザー向け文書込み SmartUtility ソフトウェア。このソフトウェアは、SmartUtility Light ソフトウェアと比

べて機能範囲が拡張されています

· SmartCheck デバイスを取り付けるためのセンサ取付板 M6（1.4301 ステンレス鋼製）

· SmartCheck 用の電源ケーブル（オープンエンドケーブルへの 8 ピン M12 ソケット）

· SmartCheck 用イーサネットケーブル（RJ45 への M12 プラグ）

· 入出力用の接続ケーブル：オープンエンドケーブルへの 8 ピン M12 プラグ

· 複数台の SmartCheck デバイスの電源を容易に接続するための M12 Y 分岐接続部

その他の情報は、お客様のカスタマーサービスでご入手ください（サポートをご覧ください）。
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取り付け

3 取り付け

これ以降の項では、監視対象の機械に Schaeffler SmartCheck デバイスをセットアップするための重要事項を詳細に説明

しています。

取付け前に、デバイスに破損がないことを確認してください。

疑わしい場合は、電気関係専門家に助言を求めるか、Schaeffler Monitoring Services GmbH のカ

スタマーサービスにご連絡ください。

3.1 取付け場所および必要な材料

取付場所

SmartCheck デバイスを取り付ける場所には、振動が最適に伝達できるところを選んでください。軸受けモニタリングであれ

ば、例えば、モニタリングする転がり軸受の近くかつ回転軸に対する半径方向です。最適な状態モニタリングを保証するには、

このステップにおいて、振動専門家にご相談ください。Schaeffler Monitoring Services GmbH は、お客様の需要に対して

最適にアレンジされたサービスを提供します。これに関する詳細は、お客様のカスタマーサービスでご入手ください（サポートをご

覧ください）。

また、以下の点に注意してください：

· SmartCheck デバイスは、取付け面に対して垂直に固定する必要があります。

· 取付け面は曲がっていたりでこぼこであったりしないこと。

· 表面は、平均粗さ Ra=3.2 μm であり、汚れがないこと。

· SmartCheck デバイスは、周辺温度が -20 °C～+70 °C の場所で使用できます。

取付け方法

SmartCheck デバイスを安全かつ長期間使用できるように取り付けるには、デバイスを監視対象の機械または構成部品に

取り付ける必要があります。

デバイスは、部品上の穿孔に直接にねじ固定できます。そのためには、その場所に 9 mm 以上の深さのタップ穴を切り、表

面の平均粗さはおよそ 3.2 µm でなければなりません。

それが不可能な場合は、代わりにセンサマウンティングプレート M6 を取付け面に貼りつけて、その上にデバイスをねじで固定

します。センサマウンティングプレートは、オプションのアクセサリとして Schaeffler Monitoring Services GmbH からご入手くだ

さい。

材料

SmartCheck デバイスの取付けには、さらに以下の材料が必要です：

· タップ穴 M6　穿孔用工具、または振動測定に適した接着剤（例えば Loctite 330）を含めたセンサマウンティングプレート

M6

· いくらかの潤滑剤（オイル、グリース）

· 六角穴付きボルト M6　用のアングルレンチ

· 六角穴 6 mm　用ソケット付きトルクレンチ（締付けトルク 10 Nm）

さらに、オプションで以下のものが必要です：

· 耐振動性のねじ緩み止め（例えば Loctite 中強度スクリューロック 243)

· ケーブル固定用ケーブルタイ



10

3.2 寸法

次のイラストは、SmartCheck デバイスをさまざまな方向から見た図です。寸法の単位はミリメートルです。

正面の基準寸法

正面から見ると、SmartCheck デバイスの接続部ならびに下に突き出ている固定ねじとセンサ面があります。

側面の基準寸法

側面図には、SmartCheck デバイスの斜めの表面が表示されています。さらに、接続部の突出量やセンサ面の寸法が分かり

ます。

断面の基準寸法

断面図には、SmartCheck デバイスの取付け穴が示され、固定ねじおよびセンサ面の寸法が記されています。
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取り付け

3.3 構成部品へのデバイスの直接取付け

SmartCheck デバイスを機械または構成部品に直接ねじ止めするには、以下の条件を満たしている必要があります：

· 構成部品の壁厚は 9 mm 以上なければなりません。

· 取付け面は曲がっていたりでこぼこであったりしないこと。

· 表面の平均粗さ（Ra）は 3.2 μm でなければなりません。

次の手順に従います。

1. 直径 25 mm 以上の円形の滑らかで平らな取付け面を用意します。

2. 取付け面の中心に、取付け面に対して垂直な深さ 9 mm 以上の穴 M6 をあけます。

構成部品への取付けに関する詳細図

3. 取付け面をきれいにします。

4. きれいにした面に潤滑剤を薄く塗布します。

潤滑剤を追加すると、振動の伝達が向上します。

5. 同梱の六角穴付き固定ねじ M6x45 を SmartCheck の取付け穴に挿入します。

· 取付け中にねじが落下しないように、必要な場合は同梱されている O リングを使って固定できま

す。取付け時に O リングが取付け面とセンサ面の間に入ることがないようにしてください。振動の

伝達が妨げられ、正しい測定結果が出ません。

· また、取付けを確実にするために、ねじ緩み止め（例えば Loctite ねじ緩み止め）を使用すること

も可能です。

6. SmartCheck デバイスのセンサ面を取付け面に合わせ、六角レンチで固定ねじを手でしっかり締めます。振動がきちんと

伝わるように、SmartCheck が表面に平らに密着していることを確認します。

7. トルクレンチを使って、5～10 Nm の締付けトルクで接続部を締め付け、固定します。

損傷を防ぐため、取付け箇所およびねじの材料特性に応じて、固定ねじと締付けトルクを選択して

ください。

8. Schaeffler SmartCheck がしっかり固定されていることを確認します。

9. ロゴ付きプラグでデバイスの取付け穴 を塞ぎます。プラグがはまるまで挿入してください。

これで Schaeffler SmartCheck をセットアップおよび接続 できます。

13

14



12

3.4 センサ取付板へのデバイスの取付け

SmartCheck デバイスを機械または構成部品に直接ねじ止めできない場合には、ねじ止めする代わりにセンサ取付板 M6

を取付け面に貼り付けて、取付板にデバイスをねじ止めできます。センサ取付板 M6 はオプションアクセサリとして Schaeffler

Monitoring Services GmbH でお求めいただけます。お客様のカスタマーサービスにお問い合わせください（サポートをご覧くだ

さい）。

センサ取付板を使って取り付けるには、以下の条件を満たしている必要があります：

· 取付け面は曲がっていたりでこぼこであったりしないこと。

· SmartCheck を取付け面に対して垂直に固定する必要があります。

· 表面の平均粗さ（Ra）は 3.2 μm でなければなりません。

次の手順に従います。

1. 直径 25 mm 以上の円形の滑らかで平らな取付け面を用意します。

センサ取付板への取付けに関する詳細図

2. 取付け面をきれいにします。

3. 振動の測定に適した接着剤を表面に塗布します（例えば Loctite 330）。

取付け場所および環境条件に適した接着剤を選択してください。

4. センサ取付板を接着剤の上に載せ、しっかりと押し付けます。

接着剤が完全に乾くまで待ちます。

5. センサ取付板の表面をきれいにします。

6. きれいにした面に潤滑剤を薄く塗布します。

潤滑剤を追加すると、振動の伝達が向上します。

7. 同梱の六角穴付き固定ねじ M6x45 を SmartCheck の取付け穴に挿入します。

· 取付け中にねじが落下しないように、必要な場合は同梱されている O リングを使って固定できま

す。取付け時に O リングが取付け面とセンサ面の間に入ることがないようにしてください。振動の伝

達が妨げられ、正しい測定結果が出ません。

· また、取付けを確実にするために、ねじ緩み止め（例えば Loctite ねじ緩み止め）を使用すること

も可能です。
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取り付け

8. SmartCheck デバイスのセンサ面を取付け面に合わせ、六角レンチで固定ねじを手でしっかり締めます。振動がきちんと

伝わるように、SmartCheck が表面に平らに密着していることを確認します。

9. トルクレンチを使って、5～10 Nm の締付けトルクで接続部を締め付け、固定します。

10.Schaeffler SmartCheck がしっかり固定されていることを確認します。

11.ロゴ付きプラグでデバイスの取付け穴 を塞ぎます。プラグがはまるまで挿入してください。

これで Schaeffler SmartCheck をセットアップおよび接続 できます。

3.5 組立て開口部を閉じる

ロゴ付きプラグでデバイスの取付け穴を塞ぎます。プラグがはまるまで挿入してください。

取付け穴とプラグ

マイナスドライバーの先端部をロゴ側面の斜めになった部分の下に差し込み、慎重に持ち上げて、プ

ラグを取り外すことができます。

13

14
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4 セットアップ

Schaeffler SmartCheck デバイスの接続部を介して、以下の作業を行うことができます。

· 入出力 およびさまざまな接続コンフィギュレーションのセットアップ

· PC/イーサネット接続 のセットアップ

· 電源 の接続

SmartCheck デバイスをセットアップして稼働を開始するには、標準同梱物に含まれていない以下の接続ケーブルが必要で

す：

· 入出力ケーブル

· イーサネット接続ケーブル（イーサネット／PoE）

· 電源ケーブル

· Schaeffler SmartCheck デバイスの使用準備作業を行えるのは、関連規定および規則に準拠した

有資格者のみです。

· 作業中は SmartCheck デバイスに通電がないことを確認してください。

全般的な

ケーブル接続を設置する際には、以下の点にご注意ください。

· 差込み接続部の端子に汚れがないことを確かめます。差込み接続部の汚れや水分は、信号品質を損なう恐れがありま

す。

· 固定する際には、ケーブルに機械的な引張負荷がかからないように注意してください。場合によってはストレインリリーフを装

着してください。

· ケーブルの最小許容曲げ半径にご注意ください。最小許容曲げ半径は、メーカーのデータシートをご参照ください。

Schaeffler Monitoring Services GmbH の標準アクセサリに属するケーブルには、最小曲げ半径 60 mm をお勧めしま

す。

· ケーブルがしっかりと敷設されて動かないように取り付けてください。

· 信号ケーブルは電源供給ラインと平行には敷設しないでください。

標準アクセサリの電源ケーブルを使用した例

17

17

18
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セットアップ

4.1 接続の一覧

次の図には以下が記載されています：

· SmartCheck デバイスのすべての接続オプション、つまり入出力 、イーサネットを介した通信 および電源 に関す

るデータを含む詳細な回路図

· デバイスのプラグおよびソケットの位置の概要

· プラグおよびソケットのピン配列の概要

SmartCheck に外部センサ、制御信号および電源を接続するには、標準ケーブルを使用します。こ

のケーブルは Schaeffler Monitoring Services GmbH または納入業者から入手可能です。

19 26 27
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· 接続の番号は各接続の詳細に記載されている番号に対応しています。これに関する詳細情報

は、接続の詳細 の項をご覧ください。

· ケーブル配線に関連する色の指定は、Schaeffler SmartCheck デバイスのオプションアクセサ

リ のケーブルの色を指しています。

17

8
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セットアップ

4.2 接続の詳細

SmartCheck デバイスの M12 接続部を使用して、入出力 、PC／イーサネット接続 および電源 を接続します：

· 接続 1：入出力ソケット

· 接続 2：イーサネットプラグ

· 接続 3：電源プラグ

必要なケーブルのピン配列の詳細は以下の項を参照してください。

使用しない M12 接続部はすべて、同梱の封止栓でカバーしてください。そうしないと保護構造が保

たれません。

接続 1：入出力ソケット

SmartCheck デバイスの入力および出力を、左上のソケットから接続できます。

ピンは、次のように定義します。

ピン配列 番号 信号 カラー*

デバイスの正面図

1.1 GND 入力 白色

1.2 デジタル入力 茶色

1.3 アナログ入力 1 緑色

1.4 アナログ入力 2 黄色

1.5 GND 出力 灰色

1.6 アナログ出力 淡紅色

1.7 デジタル出力 青色

1.8 非接続 赤色

* 色は、Schaeffler SmartCheck デバイスのオプションアクセサリである標準ケーブルのものです。

接続 2：イーサネットプラグ

SmartCheck デバイスをコンピューターおよびインターネット／イントラネットに接続するためのイーサネットプラグは、右上にあり

ます。

ピンは、次のように定義します。

17 17 18
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ピン配列 番号 信号 カラー*

デバイスの正面図

2.1 TD+ 送信データ 白／オレンジ

2.2 RD+ 受信データ 白／緑

2.3 TD- 送信データ オレンジ

2.4 RD- 受信データ 緑色

* 色は、Schaeffler SmartCheck デバイスのオプションアクセサリである標準ケーブルのものです。

接続 3：電源プラグ

SmartCheck デバイスのリアルタイムクロック（RTC）供給兼用電源プラグは、下部にあります。この接続部は RS485 にも使

用できます。つまり、Schaeffler SmartCheck と機械コントローラまたはその他の SmartCheck デバイスとの接続に使用でき

ます。

RS485 を介した通信は、現在はまだサポートされていません。

ピンは、次のように定義します。

ピン配列 番号 信号 カラー*

デバイスの正面図

3.1 電源アース 白色

3.2 電源プラス 茶色

3.3 RS 485+ 緑色

3.4 RS 485- 黄色

3.5 RTC 電源プラス 灰色

3.6 RTC 電源アース 淡紅色

3.7 非接続 青色

3.8 非接続 赤色

* 色は、Schaeffler SmartCheck デバイスのオプションアクセサリである標準ケーブルのものです。

RTC 電源

デフォルトでは、SmartCheck デバイスの内部クロックであるリアルタイムクロック（RTC）にはデバイスから電源が供給されます。

つまり、デバイスがオフに切り替わるとすぐにクロックが停止するということです。これを防ぐには、電源プラグのピン 5 と 6 から内

部クロック（RTC）に別途電源を供給します。それには例えば、電池（3 V 以上）または無停電電源装置（UPS）に接続します

（「複数のデバイスの接続 」の章の図を参照）。

NTP サーバーを介して時刻を更新している場合、この追加の電源は必要ありません。そのためには、Schaeffler SmartWeb

ソフトウェアでオプション「システム時間を更新するために NTP サーバーを使用」を有効にしておく必要があります。

29
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セットアップ

4.3 入出力の接続

SmartCheck デバイスにアナログ入力 x 2、デジタル入力 x 1、アナログ出力 x 1、デジタル出力 x 1 を設定して使用するこ

とができます。それにはケーブル接続が必要です。使用している外部デバイスを指定のケーブル配線 で接続する必要があ

ります。

次の手順に従います。

1. 入出力用の接続ケーブルを用意します。

2. 入出力ケーブルを手に取ります。

3. プラグをデバイス（左上）の入出力用接続部に接続します。

4. ケーブルを敷設し、外部センサやコントローラなどに接続先します。ケーブルの敷設に関する全般的な注意事項 を

守ってください。

5. ケーブルを接続します。

SmartCheck デバイスのすべての接続オプションは、「接続の概要 」に記載されています。

これ以降の項では、入出力の接続について、いくつかの詳細な適用例とソフトウェア Schaeffler SmartWeb でのコンフィギュ

レーションを説明します。その他の情報は、Schaeffler SmartWeb ユーザーマニュアルもご覧ください。

4.3.1 接続コンフィギュレーション：デジタル回転数信号

このように、回転数センサを Schaeffler SmartCheck のデジタル入力に接続します：

· 回転数センサには抵抗器（プルアップ）を取り付ける必要があります。

· 抵抗器を選ぶ際、使用するデジタル入力の入力インピーダンスに注意してください。Schaeffler

SmartCheck デバイスのデジタルスイッチング出力の最大スイッチトカレント（1 A / 30 V）と抵抗

器の電力に注意してください。

· 使用する回転数センサがアースにしか切り替わらない場合（オープンコレクタ）、供給線用に別に

抵抗器（プルアップ）を用意する必要があります。

17
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15
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さらに、統合ソフトウェア Schaeffler SmartWeb でデジタル入力を設定する必要があります。それには、ソフトウェア

SmartWeb でコンフィギュレーション > 入力コンフィギュレーション > デジタル入力のエリアを開きます。ここで編集 ボタ

ンを使って、例えば以下のように設定できます：

可能な設定の詳細については、Schaeffler SmartWeb ユーザーマニュアルをご覧ください。

デジタル入力を使用して PPR（回転ごとのパルス）を 1 つだけ生成し、これを回転数の測定に設定

する場合、パルス持続時間が 300 μs 以上あることを確認してください。

例：

光学センサを使用して、機械の回転数を測定します。シャフトに反射テープを貼り、パルスを

生成します。これにあたり、300 µs 以上にわたってパルスを発する長さの反射テープが必要で

す。使用する機械が最大回転数 3000 RPM = 50 Hz で作動する場合に、反射テープを

貼るべきシャフト外周の割合を百分率で求める計算式は次のとおりです：

300 µs x 50 Hz x（シャフト外周の）100 ％ = 1.5 ％

すなわち、300 µs 以上にわたってパルスを発するようにするには、シャフト外周の 1.5 ％に反

射テープを貼る必要があります。シャフトの外周が 1 m（直径約 32 cm）とすると、次のように

計算できます：

1 m x 1.5 ％ = 1.5 cm

したがって、外周 1 m かつ最大回転数 3000 rpm のシャフトに貼る反射テープの長さは 1.5

cm 以上ということになります。
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セットアップ

4.3.2 接続コンフィギュレーション：アナログ回転数信号

SmartCheckデバイスのアナログ入力に、モーターコントローラまたはプログラマブルロジックコントローラ（PLC）の回転数信号を

接続できます。両方のバリエーションに関する詳細は、次の項をご覧ください。

モーターコントローラから送られるアナログ回転数信号

このようにモーターコントローラを Schaeffler SmartCheck のアナログ入力に接続します。この例では、モーターコントローラが

0～10 V で 0～3000 rpm の回転数信号を送ります：

さらに、統合ソフトウェア Schaeffler SmartWeb でアナログ入力を設定する必要があります。それには、ソフトウェア

SmartWeb でコンフィギュレーション > 入力コンフィギュレーション > アナログ入力 1 のエリアを開きます。ここで編集 ボ

タンを使って、例えば以下のように設定できます：

可能な設定の詳細については、Schaeffler SmartWeb ユーザーマニュアルをご覧ください。
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プログラマブルロジックコントローラ（PLC）から送られるアナログ回転数信号

このように PLC、つまり、例えば機械コントローラを Schaeffler SmartCheck のアナログ入力に接続します。この例では、PLC

が 4～20 mA で 0～3000 rpm のアナログ回転数信号を送ります：

SmartCheck デバイスを電流入力として使用する場合、デバイスのアナログ入力の抵抗は 500 Ω

です。

さらに、組み込まれたウェブアプリケーション SmartWeb でアナログ入力を設定する必要があります。それには、ソフトウェア

SmartWeb でコンフィギュレーション > 入力コンフィギュレーション > アナログ入力 1 のエリアを開きます。ここで編集 ボ

タンを使って、例えば以下のように設定できます：

可能な設定の詳細については、Schaeffler SmartWeb ユーザーマニュアルをご覧ください。
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セットアップ

4.3.3 接続コンフィギュレーション：アナログ出力信号

このように PLC、つまり、例えば機械コントローラを Schaeffler SmartCheck のアナログ出力に接続します。この例では、

SmartCheck デバイスが 4～20 mA のアナログ出力信号を PLC に送ります。

· PLC の入力が最大 250 Ω の抵抗器に接続されていることを確認してください。

· アナログ出力は、過度に高い電流が流れると無効になります。アナログ出力を有効にするには、

SmartCheck デバイスを再起動するか、SmartCheck デバイスへの電源供給を一時中断しま

す。

さらに、統合ソフトウェア Schaeffler SmartWeb でアナログ出力を設定する必要があります。それには、ソフトウェア

SmartWeb でコンフィギュレーション > 出力コンフィギュレーション > アナログ出力のエリアを開きます。ここで編集 ボタ

ンを使って、例えば以下のように設定できます：

可能な設定の詳細については、Schaeffler SmartWeb ユーザーマニュアルをご覧ください。
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4.3.4 接続コンフィギュレーション：デジタル出力信号

Schaeffler SmartCheckのデジタル出力からリレーまたは PLC にデジタル出力信号を送ることができます。両方のバリエー

ションに関する詳細は、次の項をご覧ください。

リレーに送られるデジタル出力信号

このオプションのために、SmartCheck デバイスにはデジタル式オープンコレクタ出力が用意されています。この出力は、リレーを

正極側に切り替えられます。この例では、24 V でリレーをオープンコレクタに切り替える方法が示されています：

さらに、統合ソフトウェア Schaeffler SmartWeb でデジタル出力を作成する必要があります。それには、ソフトウェア

SmartWeb でコンフィギュレーション > 出力コンフィギュレーションのエリアを開きます。ここで追加 ボタンを使って、デジタ

ル出力を追加し、例えば以下のように設定できます：

可能な設定の詳細については、Schaeffler SmartWeb ユーザーマニュアルをご覧ください。
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セットアップ

PLC に送られるデジタル出力信号

このオプションでは、SmartCheck デバイスがデジタル出力信号を PLC に送ります。

ケーブルを適切なプルアップ抵抗器に接続する必要があります。

さらに、組み込まれたウェブアプリケーション SmartWeb でデジタル出力を作成する必要があります。それには、ソフトウェア

SmartWeb でコンフィギュレーション > 出力コンフィギュレーションのエリアを開きます。ここで追加 ボタンを使って、デジタ

ル出力を追加し、例えば以下のように設定できます：

可能な設定の詳細については、Schaeffler SmartWeb ユーザーマニュアルをご覧ください。
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4.4 PC／イーサネットの接続

SmartCheck デバイスの測定データを見る、データをダウンロードする、あるいは SmartCheck の設定を管理するには、イーサ

ネットを介してデバイスを PC に接続する必要があります。その後、SmartCheck をデバイス専用の SmartWeb ソフトウェアで

ブラウザに呼び出して、管理することができます。

コンピュータへの接続には、次の基本的な前提条件が当てはまります。

· ご使用のネットワークで、使用されるポート 19000 および 19001 上の通信プロトコル UDP が

ファイアウォールで使用許可されている必要があります（SmartUtility ソフトウェア経由の呼出しの

場合のみ当てはまります）。

· SmartCheckデバイスに、DHCP を介してアドレスが割り当てられなかった場合、デバイスの IP アド

レスはデフォルトで 192.168.1.100 です。デフォルトの IP アドレスを使用するには、コンピュータの

IP アドレスが 192.168.1.x の範囲にある必要があります。

ネットワーク設定に関する問題がありましたら、お客様のシステム管理者にお問い合わせください。

接続を確立するには次の手順に従います。

1. イーサネット接続ケーブルを用意します。

2. イーサネットケーブルを手に取ります。

3. プラグをイーサネットポート（右上側）に接続します。

4. これで、ノートパソコンへなどへの短期間の接続を確立できます。ケーブルの敷設に関する全般的な注意事項 を守っ

てください。

5. ケーブルをイーサネットインフラまたは直接 PC に接続します。

SmartCheck デバイスのすべての接続オプションは、「接続の概要 」に記載されています。

14

15
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セットアップ

4.5 電源の接続

SmartCheck デバイスを電源に接続するとすぐに、デバイスは測定準備が完了した状態になりま

す。最初から最適な振動監視を保証するために、SmartCheck デバイスを起動する前に以下の条

件を整えることをお勧めします。

· すべての接続が正しく接続されている。

· モニタリング対象の機械が正常な運転状態にあること。

SmartCheck デバイスに電源を供給するには、電源プラグ（Power）またはイーサネットプラグ（PoE）のいずれかを使用しま

す。これに関する詳細は、次の項をご覧ください。

危険 不適切な電源によって SmartCheck デバイスを損傷するおそれがあります。

· 技術データ の仕様ならびにそのような部品に対してそれぞれ有効な法規に適合する電源しか

使用しないでください。

· 接続時には必ず、正確な極性に注意してください。誤った極性はデバイスを損なう恐れがありま

す。

· 接続ケーブルは、無電圧状態で取り付けてください。

電源プラグ（Power）を使った電源の供給

1. 電源接続ケーブルを用意します。

2. 電源ケーブルを手に取ります。

3. プラグを下部にある電源用の接続部（下）に接続します。

4. 電源ユニットへとケーブルを敷設します。ケーブルの敷設に関する全般的な注意事項 を守ってください。

5. ケーブルを電源ユニットに接続します。この接続に関連する値は、技術データ を参照してください。

ケーブルの配線に関する詳細は、接続の詳細 をご覧ください。

SmartCheck デバイスのすべての接続オプションは、「接続の概要 」に記載されています。

イーサネットプラグ（PoE）を使った電源の供給

Schaeffler SmartCheck には、イーサネット接続を介して電源を供給することもできます（PoE）。そのためには、

SmartCheck デバイスを、IEEE-Standard 802.3af タイプ A 「PoE（Power over Ethernet）」に準拠し、ファントム給電に

対応しているネットワークスイッチと接続する必要があります。つまり、4 本の信号ケーブルを介して電源供給を行わなければ

なりません。

それには、次の手順に従います。

1. PoE 接続ケーブルを用意します。

7

14

7

17

15
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2. イーサネットケーブルを手に取ります。

3. プラグをイーサネットポート（右上側）に接続します。

4. ネットワークスイッチまでケーブルを敷設します。これについては、ケーブルの敷設に関する全般的な注意事項 に注意し

てください。

5. ケーブルをネットワークスイッチに接続します。

ケーブルの配線に関する詳細は、接続の詳細 をご覧ください。

SmartCheck デバイスのすべての接続オプションは、「接続の概要 」に記載されています。

ネットワークスイッチの電源供給を遮断する場合には、SmartCheck デバイスのイーサネット接続も

同様に切り離すことをお勧めします。

14

17

15
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セットアップ

4.6 複数のデバイスの接続

複数の SmartCheck デバイスをセットアップする場合は、デバイスを電源に接続するときに M12 Y 分岐接続部を使用しま

す。これにより、必要になるケーブルの長さを大幅に減らすことができます。次のイラストは、2 つの基本的な使用例での配線

の概要を示しています。

· 内部クロック（RTC）用の電源を別に用意せずに、デバイスを電源に接続

· デバイスを電源に接続し、内部クロック（RTC）用の別電源を接続

· Y 分岐接続部を Schaeffler Monitoring Services GmbH でお求めいただいて使用されること

をお勧めします。

· 接続するデバイスと外部の電力消費機器の数に応じて、電源の大きさを決めてください。

SmartCheck デバイスにはいずれも、24 V で最大 200 mA の電流が流れます。

· 複数の SmartCheck デバイスに、通常の電源装置と PoE の両方から同時に電源を供給して

はなりません。

複数の SmartCheck デバイスのための電源接続



30

SmartCheck および RTC のための電源接続

リアルタイムクロック（RTC）の電圧供給には、3～24 V（永久電圧）が許可されています。
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操作と操作部

5 操作と操作部

SmartCheck デバイスをデバイス上側にあるボタンで操作できます。さらに、Schaeffler SmartCheck デバイスの設定は必

ず、組み込まれたウェブアプリケーションSmartWeb で行います。これに関する詳細は、SmartWeb ユーザーマニュアルをご覧

ください。

不意の操作を防止するため、デフォルトでボタンロックが有効になっています（ボタンロックを無効化す

る を参照）。さらに、SmartWeb ソフトウェアでは、これらのボタンで操作できるアクションを割り当

てることができます。その他の情報は、SmartWeb ユーザーマニュアルの「ボタン設定」の項をご覧くだ

さい。

操作

SmartCheck デバイスを取り付けて電源を供給すると、SmartCheck デバイスが起動します。デバイスの測定準備が完了す

ると、内部センサ（振動センサおよび温度センサ）が信号を送ります。この信号が、出荷状態においてすでに作成されている基

本測定タスクによって、次の特性値へと換算されます。

· ISO 10816

· RMS ブロードバンド - 加速度

· RMS ブロードバンド - 包絡線

· ピークピーク値（ピーク・トゥ・ピーク）

· 温度

モニタリング対象の機械が正常な運転状態にない場合、SmartCheck デバイスが立ち上げ後にア

ラームを示すことがあります。

操作部

SmartCheck デバイスの操作部はすべて、デバイスの上側にあります。ここには 2 つのボタンと全部で 4 つの LED があり、こ

れらの機能については以下の項で詳しく説明します。

位置 名称 LED の色 意味

1 ステータス　LED 緑、黄、赤 測定準備の完了、アラーム、学習モード、ファームウェアのアップデートのステータス表示

2 「RS485」LED 青色 RS485 ネットワークへの接続時に点灯（現在はまだサポートされていません）

3 「ETH」LED 青色 イーサネットネットワークへの接続時に点灯

4 押しボタン LED 緑色 ボタンを押すと点灯（ボタンロックが無効になっている場合のみ）

5 「RESET」ボタン - アラームをリセット、デバイスを再起動、デバイスを工場出荷時の設定にリセット

（TEACH ボタンと一緒に使用した場合）

6 「TEACH」ボタン - 学習モードを開始、デバイスを工場出荷時の設定にリセット（RESET ボタンと一緒に

使用した場合）

ステータス　LED

ステータス LED は固定ねじのカバーの上方にあります（位置 1）：

33
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この LED は、SmartCheck デバイスのスイッチをオンにしたばかりのとき、あるいはすでに起動が終わっているときで、表示の仕

方が異なります。これに関する詳細は、次の項をご覧ください。

オンにした直後のステータス LED

電源をオンにすると、LED の表示が赤と黄の間で切り替わります。この間、デバイスの電源供給を遮断しないでください。起

動プロセスが終了すると、ステータス LED は現在のアラーム状態を示します。

起動後のステータス LED

起動後、ステータス LED の点滅が赤から黄、そして緑に変わります。その後、LED は SmartCheck の状態に応じて、以下

のように点灯します：

LED 意味

緑色

SmartCheck は測定準備が完了した状態で、アラームはありません。

黄色

SmartCheck は測定準備が完了した状態で、プリアラームがあります。

赤色

SmartCheck は測定準備が完了した状態で、メインアラームがあります。

点滅（緑）

1 つ以上の特性値がまだ学習モードにあります。

緑と黄に交互

これは、以下の状態を示します：

· デバイスがメンテナンスシステム（メンテナンスモード）にあります。

· ファームウェアがリセットされます。

· ファームウェアのアップデートが行われます。

· デバイスが（再）起動されます。

SmartWeb ソフトウェアで、ステータス LED がアラーム状態を表示しないように設定できます。この

設定は、デバイスをリセットしても維持されます。例外は、デバイスを工場出荷時の設定にリセットす

る場合です。この場合には、アラーム状態の表示が再び有効になります。

RS485 LED

RS485 LED は固定ねじのカバーの左横にあります（位置 2）：

この LED は、SmartCheck が RS485 ネットワークに接続すると青色に点灯します。点滅はデータ交換中であることを示しま

す。

RS485 を介した通信は、現在はまだサポートされていません。

ETH LED

ETH LED は固定ねじのカバーの右横にあります（位置 3）：
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操作と操作部

この LED は、SmartCheck デバイスがイーサネットネットワークに接続すると青色に点灯します。点滅はデータ交換中である

ことを示します。

ボタンの間の LED

RESET ボタンと TEACH ボタンの間（位置 4）に別の LED があります。この LED は、ボタンを押すと次のように反応します：

ボタンロック が無効のときに、いずれかの容量性ボタンを押すと、この LED が緑色に点灯します。ボタンを放すまで点灯し

続けます。

RESET および TEACH ボタンの機能については、次の章をご覧ください。

5.1 RESET および TEACH ボタン

· デバイスのボタンを操作する前に、デバイスが正常に起動していることを確認してください（オンにし

た後のステータス LED を参照）。

· SmartCheckデバイスのボタンロックはデフォルトで有効になっています。

· Schaeffler SmartWebソフトウェアではさらに、デバイス設定 > ボタン設定から、これらのボタン

で操作できるアクションを割り当てることができます。それにより、SmartCheck デバイスの意図しな

い操作を防ぐことができます。詳細情報は、Schaeffler SmartWeb ソフトウェアのマニュアルをご

覧ください。

ボタンロックを無効化する

SmartCheckデバイスのボタンを操作するときには、操作前にボタンロックを無効にする必要があります。それには RESET ボタ

ンを押し、2 秒以内に TEACH ボタンを押します。確認のため、ボタンの間の LED（位置 4）が緑で点滅します。 

2 分後、ボタンロックは自動的に再び有効になります。すると、ボタンの間の LED は再び作動を停止します。

RESET ボタン

RESET ボタンが実行する機能は、ボタンを押す時間によって異なります。

· RESET ボタンを 2 秒以上押し続けると、そのときのアラームがリセットされます。

· RESET ボタンを 10 秒以上押し続けると、SmartCheck デバイスが再起動します。

TEACH ボタン

TEACH ボタンを 5 秒以上押し続けると、学習モードを使用するすべての測定タスクの学習モードが再起動します。

学習モードについての詳細情報は、ウェブアプリケーションのユーザーマニュアル SmartWeb をご覧ください。

33
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工場出荷時の設定にリセット

注意 測定データおよびコンフィギュレーションを削除すると、復元することはできません。

Schaeffler SmartCheck デバイスを工場出荷時の設定にリセットすると、デバイスに保存されてい

る測定データとコンフィギュレーションがすべて消去されます。

デバイスをリセットする前に、Schaeffler SmartUtility Light ソフトウェアで測定データをダウンロード

します。フルバージョンの Schaeffler SmartUtility を使うとさらに、SmartCheck デバイスのコンフィ

ギュレーションもダウンロードできます。

この 2 つのボタンで、Schaeffler SmartCheck デバイスを工場出荷時の設定にリセットできます。そのためには、デバイスが完

全に起動していて、測定準備が完了している必要があります（オンにした後のステータス LED を参照）。続いて、RESET

ボタンと TEACH ボタンを同時に 10 秒以上押します。デバイスが出荷時の状態に戻されます。

その後、新しいファームウェアがあれば、インストールする必要があります。その他の情報は、Schaeffler SmartUtility Light

ユーザーマニュアルまたはSchaeffler SmartUtility。

31
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その他の情報

6 その他の情報

ブラウザでの初回信号表示

振動監視システム Schaeffler SmartCheck が起動して測定モードに入っていれば、ソフトウェア Schaeffler SmartWeb を

使って測定データをコンピューターで見ることができます。これにより、有効な振動信号または温度信号が印加されているか、

入力の接続および設定が正しくできているか、SmartCheck デバイスが正常に機能しているかどうかを確認できます。

コンピュータへの接続には、次の基本的な前提条件が当てはまります。

· SmartCheckデバイスがネットワーク内にあるか、イーサネットケーブルで直接お客様のコンピューターに

接続されている必要があります。

· SmartCheckデバイスに、DHCP を介してアドレスが割り当てられなかった場合、デバイスの IP アドレス

はデフォルトで 192.168.1.100 です。デフォルトの IP アドレスを使用するには、コンピュータの IP アド

レスが 192.168.1.x の範囲にある必要があります。

詳細情報は、SmartWeb ソフトウェアのマニュアルのソフトウェアの起動の項をご覧ください。ネットワーク

設定に関する問題がありましたら、お客様のシステム管理者にお問い合わせください。

次の手順に従います。

· インターネットブラウザを開き、

· アドレス行に SmartCheck デバイスの IP アドレスを入力します。

ウェブアプリケーション Schaeffler SmartWeb が開きます。

ソフトウェア Schaeffler SmartWeb の初期画面

次の手順でソフトウェアの言語を変更できます。編集メニューで、プログラム設定を編集 > 言語を

クリックします。希望する言語をリストから選択し、OK をクリックします。ブラウザでページを更新する

と、変更が適用されます。
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· 左エリアで、リアルタイム表示ボタンをクリックします。

各入力およびその入力に対して作成されたスケーリングファクタに関して、対応する信号を閲覧できます。

· 例えば、メニューの左側で、振動センサの入力を選択します。

SmartCheck デバイスが正しく接続されていれば、リアルタイム表示エリアに振動センサまたは選択した信号入力の信号が

見えます。

Schaeffler SmartWeb ソフトウェアでのリアルタイム表示

Schaeffler SmartCheck デバイスのコンフィギュレーションおよび測定データの分析に関する詳細な説明は、Schaeffler

SmartWeb および Schaeffler SmartUtility Light または Schaeffler SmartUtility ユーザーマニュアルをご覧ください。マ

ニュアルは付属の CD-ROM に収録されています。

Schaeffler SmartCheck に関する情報およびサービス

Schaeffler SmartCheck に関して比類ない一連のサービス（トレーニング、導入段階での専門的サポート、診断時の質問

への専門家によるサポートから、遠隔監視およびレポート作成を含めたオーダーメイドのサービス契約まで）を提供します。

Schaeffler SmartCheck に関する広範囲にわたる製品とサービスの概要は、インターネットで

www.schaeffler.de/en/condition-monitoring/smartcheck をご覧ください。

http://www.schaeffler.de/en/condition-monitoring/smartcheck
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メンテナンスおよび修理

7 メンテナンスおよび修理

SmartCheck デバイスは、すき間なく成形されているシステムです。そのため、基本的にはメンテナンスは不要です。

SmartCheck デバイスに不具合が認められる場合には、当社のサポートにお問い合わせください。

清掃

必要に応じて、デバイスの外側を清掃することができます。

· デバイスを電力網から切断します。

· けば立たない柔らかい布でデバイスをクリーニングします。

注意 不適切な取り扱いによるデバイスの破損！

化学溶媒、例えばアセトン、ラッカー希釈剤やその類似物は使用しないでください。これらの溶媒

は、筺体を傷つける恐れがあります。
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8 解体および廃棄物処理

解体

SmartCheck の安全な運転ができなくなった場合には、デバイスの運転を停止し、不意に始動することがないよう保護措置

を講じてください。次の場合には、デバイスの安全な運転ができなくなります。

· 明らかな損傷がある場合

· まったく機能しない場合

· 製品を損傷させる条件下で保管された場合

· 重度の搬送負荷にさらされた場合

廃棄物処理

SmartCheck も付属コンポーネントも、家庭ごみとして廃棄しないでください。中に含まれる電子部品は、専門的に処分する

必要があります。法に則った、環境を損なわない廃棄物処理が確保されるよう、弊社までご返送ください。機器廃棄物の返

送により、環境保護に貢献いただけます。
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メーカー/サポート

9 メーカー/サポート

メーカー

Schaeffler Monitoring Services GmbH

Kaiserstraße 100

52134 Herzogenrath

ドイツ

電話番号：+49 2407 9149-66

FAX 番号：+49 2407 9149-59

インターネット：www.schaeffler.com/services

その他の情報：

· www.schaeffler.de/en/condition-monitoring/smartcheck

· www.schaeffler.de/en/condition-monitoring/prolink

連絡先：industrial-services@schaeffler.com

郵便物は直接 Schaeffler Monitoring Services GmbH にご郵送ください。

以下の子会社：

Schaeffler Technologies AG & Co. KG

私書箱 1260

97419 Schweinfurt

ドイツ

Georg-Schäfer-Straße 30

97421 Schweinfurt

ドイツ

サポート

技術サポートに関する情報は以下から入手できます。www.schaeffler.de/en/technical-support.

デバイスおよび付属のソフトウェア製品についてサポートを提供しています。サポートサービスの種類と範囲についての詳細は、

インターネットで以下をご覧ください。

· www.schaeffler.de/en/condition-monitoring/smartcheck

· www.schaeffler.de/en/condition-monitoring/prolink

サポート項目については「技術文書」 > 「ソフトウェア、ライセンス、ハンドブック」を参照してください。

http://www.schaeffler.com/services
http://www.schaeffler.de/en/condition-monitoring/smartcheck
http://www.schaeffler.de/en/condition-monitoring/prolink
mailto:industrial-services@schaeffler.com
http://www.schaeffler.de/en/technical-support
http://www.schaeffler.de/en/condition-monitoring/smartcheck
http://www.schaeffler.de/en/condition-monitoring/prolink
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10 補遺

すべての証明書は、https://www.schaeffler.de/std/1FA2 にあります。

EC 適合宣言書

https://www.schaeffler.de/std/1FA2
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